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医学教育と医学研究
　世界保健機関事務総長
中　　嶋　　　　　宏
　東京医科大学医学会の皆様，新春を壽ぎ，謹んで皆様の御健勝と御多幸を御祈り申し上げます．
　さて，世界は今，1990年初頭に始まった国際政治社会における大きな変化のただ中にあります．
健康の問題も，このような転換期ともいえる世界の政治・経済・社会的変化の影響を免れません．さ
らに疫学的変遷（Epidemiological　Transition）と称される疾病構造の激変と相侯って，　WHOの
取り組むべき世界の健康・保健問題は一段と複雑なものとなって参りました．私といたしましては，
21世紀に向けて世界の健康を確保するために，WHOの活動をより強化する必要を痛感しておりま
す．
　ここで申す疫学的変遷を例示するとすれぼ，世界的な老人人口の増加傾向を反映して，がん，循
環器系疾患，糖尿病などの成人病が感染症を上回る注目をひくようになったことであり，併せて注
目すべきことは，AIDSの蔓延に加えて，マラリア流行の拡大，結核の再流行のような，古くから
ある感染症にも新たな問題を投げ掛けていることであります．このように我々は，新しい健康問題
と古い健康問題に同時に立ち向かわなけれぼならないのです．一方，先進工業国と開発途上国との
間には平均余命などの人口動態指標に大きな格差が依然認められます．さらに科学技術の革新的な
進歩による医学領域における発展は，N．M．R．やPE．T．を応用した画像診断などの先端医療機器の
開発，それらを利用して得られる医療・医学情報の増加，あるいは免疫学，遺伝学分野等に見られ
るように，より深遠な知見の発見，予知能力の増加と知識の蓄積を齎しております．また言うまで
もなく，世界的に，極めて急速に，情報の処理と蓄積そして情報の交換における質的・量的変化が
革命的に起きております．このような高度情報化社会の一つの新しい社会問題として，健康・医療
に関する個人の人権と集団の防衛との間にしばしば葛藤が見られるようになって参りました．また
世界の人口増加・人口の移動，ことに大都市化の弊害は先進国より開発途上国においてより深刻で
あり，その上，地球環境の悪化とそれによる健康への影響に対する危惧は国際的優先検討課題とな
って参りました．
　このような転換期において明日の医学を考える時，単に病人を治すだけではなく，健康な長寿社
会を世界の隅々にまで築いていくということが医学に与えられた課題であると私は強く確信すると
ころであります．そのためには，明日の医療を担う人材の開発は極めて重要であり，WHOとして
も大きな努力を傾けているところであります．医学研究については，先端技術開発や生物医学的研
（1）
2 東京医科大学雑誌 第50巻第1号
究のみならず，広い意味で，21世紀における健康問題をグローバルな面で解決するための医療シス
テムの研究，医療経済学，社会行動学，社会と精神といった分野の研究が調和をもって推進される
ことを目指しているのであります．今後，医学研究と医学教育とをいかに調和させながら医療に携
わる人材を開発するか，そして医学研究の発展を図るかは，大きな課題とみております．
　このためには，常にグローバルな視野に立った考えをもちながら，地域地域において行動する，
即ち，“Think　Globally，　Act　Locally”という医学が益々認識されてくるものと考えるのでありま
す．地域医療の実践に深い経験をもつ我が東京医科大学同窓の皆様の新年における益々の御活躍を
祈念し，WHOへのより一層の御理解と御協力を御願いして私の新春の御挨拶と致します．
（2）
